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開発成果

●…名古屋大学…教授　宇治原徹、講師　原田俊太、技術補佐員　竹内幸久、金子　弦、岡崎咲耶、伊尾里美
●…あいち産業科学技術総合センター　福岡　修、中西裕紀　　●…公益財団法人科学技術交流財団　渡辺義夫
●…株式会社U-MaP　前田孝浩　　●…株式会社三幸　前田孝浩

AlNウィスカーフィラー高効率合成装置（2kg／週）
～AlNウィスカーフィラー高効率合成装置の開発～

成果概要

本ターゲットでは、高熱伝導率樹脂に添加する AlN ウィスカーフィラーを高効率かつ
大量に合成する装置の開発に成功した。プロジェクトがスタートした平成 28 年度に装
置を開発、平成 29 年より装置の稼働を開始し、平成 29 年 9 月時点で 1kg／週以上
の製造を実現した。この装置が稼働する前は、AlN ウィスカー合成量は十数 g／週が
限界であったことから、実に百倍近い量のAlNウィスカーの合成に成功した。

特  長

仕  様

開 発 技 術

●ロードロック構造による、素早い真空置換が可能
なサンプルローディングエリアを搭載
●高速昇降温が可能な低熱容量高出力加熱機構を
採用

●大容量反応室によるAlNウィスカーの高効率大量
合成が可能

●シーケンサーによる温度、ガス、メカニズム機構
のフルオート制御が可能

●装置本体……1050W×1050D×2400H㎜
●最高使用温度……1800℃
●電源……65KVA
●冷却水流量……130ℓ／分

高温での不活性雰囲気による合成プロセスを実現す
るため、ヒーター素材、断熱材料、熱電対素材を
見直し、高速昇降温を可能としながらも、信頼性の
高い反応チャンバー構造を実現した。

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

株式会社三幸　中央研究所　前田孝浩
e-mail…:m.taka@kk-sanko.co.jp　電話番号：052-753-9886　FAX：052-753-9887
無
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デバイス実装用高熱伝導部材およびデバイス材料研削砥石の開発
～次世代省エネデバイスの実用化の鍵となる技術を愛知県から発信～

事業化リーダー 研究リーダー 参画機関

●…名古屋大学
●…名古屋工業大学
●…あいち産業科学技術総合センター
●…公益財団法人科学技術交流財団
●…株式会社三幸
●…株式会社U-MaP
●…中京油脂株式会社
●…株式会社ニートレックス

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

省エネルギー社会を実現するLEDやパワーデバイスの開発については、愛知県内の大学を中心として、産学官
連携体制であるGaN研究コンソーシアムが組織され、拠点形成に向けた活動が活発化している。本研究開発は、
この活動と連動して、①高熱伝導樹脂材料②新しい研削技術の二つを開発した。①は、全く新しい高機能絶縁
放熱フィラーの量産技術を確立し、その放熱フィラーを用いた高熱伝導樹脂材料を開発した。②は、シンクロト
ロン光技術による結晶内部ダメージ層の評価法の確立し、機械学習による検索条件の最適化を行った。

●AlNウィスカーフィラー高効率合成装置（2kg／週）
●高流動性を有する高熱伝導性樹脂（ペレット、コー
ティング剤など）

●低ダメージSiC研削加工法

●…株式会社三幸　取締役中央研究所所長　前田孝浩

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

産学行政連携による単なる技術開発の枠を超えた、新
事業創出を目的としたプロジェクトに参画させていただ
き、非常に有意義な活動を行う事が出来たと同時に、
要素技術から出口のユーザ評価まで一気通貫で実施で
きる愛知県の多岐多様な産業構造に感銘を受けた。

愛知県が出荷全国 1 位のプラスチック業界、ゴム業
界、自動車業界など様々な業界で高放熱材料と高性能
パワーデバイス製造が可能な結晶の提供が極めて重要
であることが本事業開発を通じて明確となった。プロ
ジェクト期間内に新たに立ち上げた株式会社 U-MaP
は2023 年度 AlNウィスカー生産量 10t/月、売上高
10 億円を計画している。本研究の成果を着実に事業
展開し、愛知県内産業の競争力強化と雇用の更なる創
出を実現する。

株式会社三幸
前田孝浩

名古屋大学
宇治原徹
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